
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第6 県債及び一時借入金の状況 
 

 

 

 

 

県が行う道路や河川、砂防等の農林・土木施設や学校等の大規模な公共的

施設の建設、あるいは災害復旧事業などについては、事業を実施する年度に

多額の資金が必要になること、また、将来にわたり県民が利用することから、

将来の世代にも等しく負担していただくために、県債を発行してこれらの事

業の財源に充てています。 

また、県債のように後年にわたり償還していくのではなく、必ずその年度

の歳入をもって、その年度の出納閉鎖期日（5月 31日）までに返済しなけ

ればならない債務が一時借入金です。一時借入金の最高額は、その年度の予

算で定めることとされています。 
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